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研究成果の概要（和文）：本研究は，リキッド保湿剤とジェル保湿剤を混合するコンビネーション保湿の有効性
を評価した．市販保湿剤のカンジダ菌に対する抗真菌性を網羅的に調査した結果，抗真菌性を有するリキッド保
湿剤とジェル保湿剤の混合は，高濃度の抗真菌剤と同程度の抗真菌性を有することが明らかになった．
官能試験の結果，男女ともに総合点と味の評価の間で強い相関関係が得られたが，多くの評価項目において男女
間でVAS値に有意差が認められた．そこで，各保湿剤とその混合における糖度を評価した結果，保湿剤の混合に
よりその糖度が変化することが明らかなった．以上の結果より，保湿剤の混合は，抗真菌性や嗜好性において有
効であることが示された．

研究成果の概要（英文）：In this study, the effectiveness of combination moisturizing, which mix the 
liquid moisturizer and gel moisturizer, was evaluated. As a results of comprehensively investigating
 for anti-fungal properties of Candida albicans of commercial available oral moisturizer, it is 
revealed that a mixture of liquid and gel oral moisturizers with antifungal effects was found to 
result in improved antifungal activity.

研究分野： 歯科補綴学

キーワード： 口腔感染症　口腔保湿剤
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
口腔乾燥患者の多くは高齢義歯装着者で

あり，口腔内の乾燥により義歯の維持力低下，

義歯性口内炎，う蝕や歯周病の悪化などが生

じ QOL が低下する．我々は，口腔乾燥患者の

義歯床粘膜面では健常者に比べ誤嚥性肺炎

の起因菌であるカンジダ属やブドウ球菌属

の検出率が増加し，その量は口腔水分量と相

関することを明らかにした．従って，口腔乾

燥患者の全身的な健康を維持するために口

腔乾燥に対する適切な対応が必要である. 

一方，口腔乾燥感は厚さ 0.1ｍｍ程の唾液

層の均一性が失われて生じるが，我々は，口

腔乾燥患者は口腔粘膜における水分量の分

布が不均一となり，舌粘膜の水分量の低下が

口腔乾燥の自覚症状と強く関係しているこ

とを明らかにした．これらの結果は，舌粘膜

における薄く均一な保湿の重要性を示唆し

ている．しかし，我々の研究結果より，これ

に適したリキッド保湿剤は，低粘度のため流

動性が大きく，水分含有率は高いが経時的な

蒸散も大きいため保湿効果が短く，ジェル保

湿剤は，高粘度のため薄く均一な塗布が困難

なうえ，水分含有率が低く，主成分であるポ

リグリセリンの吸水作用により口腔乾燥を

悪化させることも示唆されており，効果的な

保湿を行う上で新規治療法が望まれている． 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は，これまで申請者らが行っ

た口腔乾燥ならびに保湿剤に関する一連の

研究成果をもとに，リキッド保湿剤とジェル

保湿剤を混合して使用するコンビネーショ

ン保湿についての有効性について多軸的に

評価するものである． 

 
３．研究方法 
（1）保湿剤の抗真菌性に関する研究 

①試料．市販口腔保湿剤 17 種（リキッドタ

イプ保湿剤 7種，ジェルタイプ保湿剤 10種），

蒸留水，ジメチルスルホキシドならびにアム

ホテリシン B （AMPH-B）を用いた(表 1)． 

 

表 1：用いた試料 

 

②実験条件．試料は実験開始まで 37℃で保温

し，開封直後（0時間）と，ミニカップに 5ml

計量し，インキュベーター内で８時間保管し

たもの（8時間）を用いた．AMPH-B は，ジメ

チルスルホキシドを用いて，最終濃度が 2.5

（µg/ml）から 0.08（µg/ml）となるよう段階

希釈した ． 

③抗真菌性の評価．TSA 軟寒天培地 5ml に C. 

albicans (JCM1537)を 108個播種し混合した

ものを 50%TSA 培地上に播種した．培地に直

径 5mm，深さ 5mm の円柱状の穴を開け，各試

料を 20µl封入して 24時間後の発育阻止円の

直径を計測した．抗真菌性の評価の結果，発

育阻止円が認められた保湿剤については，そ

れぞれを等量に混合したものも試料とし，各

サンプルの計測は 5回行った． 

④統計分析．口腔保湿剤の発育阻止円の大き

さに保湿剤のタイプと経過時間が与える影

響の調査は分散分析を行った. 発育阻止円

の大きさの比較はTukeyの多重比較を行った．

有意水準は 5％とした． 

 

（2）保湿剤の嗜好性に関する研究 

①試料と被験者．市販ジェル保湿剤 10 種を

用いた（表 1）．各試料は，37℃のインキュベ

ーター内で保温し，開封直後のもの（0時間）

とシャーレ内で 8時間保管したもの（8時間）

を用いた．本研究内容について同意の得られ



た味覚障害や口腔乾燥に関する自覚症状の

ない男性 20 名（平均年齢 35.4 歳）と女性 20

名（平均年齢 30.5 歳）を被験者とした．食

物にアレルギー反応の既往があるものは除

外した． 

②官能試験．被験者は，シャーレ内の各試料

をスプーンで 1ｇ採取し，手指で舌背に塗布

した．各試料における香り，味，舌触り，潤

い感，塗りやすさ，総合点について，それぞ

れ 100mm の Visual analog scale（以下 VAS）

を用いて評価した． 

③統計分析．計測した VAS 値について，各評

価項目における男女間の比較は，

Mann-Whitney の U 検定を用いて分析し，各評

価項目間における相関関係は，Spearman の順

位相関を用い分析した．有意水準は 5％とし

た． 

（３）保湿剤の糖度に関する研究 

 研究（１）で C.albicansに対する抗真菌

性が認められたリキッドタイプ保湿剤，ジェ

ルタイプ保湿剤ならびにその混合について，

25℃の室内における糖度を測定した．測定は，

糖度計（PAL-Patissier．アタゴ）を用い，5

回計測を行い，その平均値を算出した． 

 

４．研究成果 

（1）保湿剤の抗真菌性に関する研究 

0 時間ならびに 8 時間ともに 2 種のリキッド

タイプ（a，ｆ），1 種のジェルタイプ（F），

リキッドタイプとジェルタイプ保湿剤の混

合(a+F, f+F)，リキッド保湿剤の混合（a+f）

ならびに各濃度の AMPH-B に発育阻止円が認

められた．表 2に 0時間ならびに 8時間にお

ける蒸留水，ジメチルスルホキシド，各保湿

剤ならびにその混合における発育阻止円の

平均値と標準偏差を示す． 

 

表 2：0 時間ならびに 8 時間における各試料

の発育阻止円． 

 

表 3に ANOVA の結果を示す．口腔保湿剤の

発育阻止円の大きさに保湿剤のタイプと経

過時間が与える影響を調査するため，保湿剤

の発育阻止円の大きさを従属変数，保湿剤の

タイプ（ジェル，リキッド，混合）と経過時

間（0 時間，8 時間）を独立変数として２元

配置分散分析を行った．その結果，保湿剤の

タイプ，経過時間ならびにこれらの交互作用

に有意差が認められた(表 3上)．続いて，保

湿剤のタイプと経過時間を組み合わせた全

ての条件に対し１元配置分散分析を行った

結果，有意差を認めた (表３下)．Tukey の多

重比較により各保湿剤の発育阻止円の大き

さを比較した結果，0 時間と 8 時間ともに，

リキッドとジェルタイプ保湿剤の混合にお

ける発育阻止円の大きさは，他の保湿剤の発

育阻止円の大きさより有意に大きかった(表

2：大文字，縦)．0 時間と 8 時間を比較した

場合，ジェルタイプ保湿剤にのみ阻止円の大

きさに有意差は認められなかった(表 2：小文

字，横)． 

表 4 に各濃度の AMPH-B と保湿剤の発育阻

止円の大きさについて，平均値と標準偏差な

らびにTukeyの多重比較を行った結果を示す．

濃い色の枡は，両者の値に有意差がないこと

を示す．リキッドタイプとジェルタイプ保湿

剤の混合(a+F, f+F)の発育阻止円の大きさは，

AMPH-B 1.25（µg/ml）ならびに AMPH-B 2.5

（µg/ml）と同じであったが，リキッドタイ

プとジェルタイプ保湿剤単体（a，f，F）な



らびにリキッド保湿剤同士の混合（a+f）に

おける発育阻止円の大きさは AMPH-B 0.16

（µg/ml），AMPH-B 0.31（µg/ml）ならびに

AMPH-B 0.63（µg/ml）と同じであった． 

 

表 3：ANOVA の結果． 

 

表 4：各濃度の AMPH-B と保湿剤の発育阻止円

の大きさ． 

 

（2）保湿剤の主観的評価に関する研究 

表 5に 0時間の試料における各評価項目の

VAS値を示す．Mann-Whitney の U検定の結果，

味，潤い感，塗りやすさ，総合点の評価項目

において男性のVAS値が女性のものより有意

に高かった． 

 表 6に 8時間の試料における各評価項目の

VAS値を示す．Mann-Whitney の U検定の結果，

味と総合点の評価項目において男性のVAS値

が女性のものより有意に高かった． 

 表 7 に Spearman の順位相関係数を用いた

各評価項目間の相関分析の結果を示す．0 時

間ならびに 8時間の試料は，男女ともに全て

の評価項目間で有意な正の相関を示したが，

中でも総合点と味の評価の間で最も強い正

の相関関係を示した．  

 

表 5：各評価項目の VAS 値(0 時間)． 

 

表 6：各評価項目の VAS 値(8 時間)． 

 

表 7：各評価項目間の相関分析の結果． 

 

（3）保湿剤の糖度に関する研究 

抗真菌性を有するリキッド保湿剤（a，ｆ）

とジェル保湿剤単体（F）ならびにその組み

合わせにおける糖度を測定した結果，保湿剤

の糖度（Brix.）は，リキッド保湿剤単体の

（a）は 10.2，（ｆ）は 15.5 であり，ジェル

保湿剤単体（F）は 39.2 であった．一方，リ



キッド保湿剤とジェル保湿剤の混合の糖度

は，（a+F）で 23.2，（ｆ+F）で 29.4 とリキッ

ド保湿剤単体より増加し，ジェル保湿剤単体

と比べると低下した．また，リキッド保湿剤

同士の混合（a+f）では 12.7 とほぼ両者の中

間値となった． 

（4）まとめ 

口腔保湿剤の抗真菌性に関する研究結果

より，口腔保湿剤の抗真菌性は，用いる保湿

剤の種類と経過時間に関係し，抗真菌性を有

するリキッドタイプとジェルタイプ保湿剤

を混合することでその抗真菌性は高濃度の

抗真菌剤と同程度であることが示された．保

湿剤の嗜好性に関する研究結果では，保湿剤

を選択する上で味が重要な要因である一方

で，保湿剤の性質を表す多くの項目において

男女間に嗜好性の違いが認められた．しかし

ながら，口腔保湿剤の糖度に関する研究結果

より，ジェルタイプとリキッドタイプの混合

によりその糖度が変化することが明らかに

なった．これらの結果より，リキッド保湿剤

とジェル保湿剤を混合して使用するコンビ

ネーション保湿は，抗真菌性や嗜好性におい

て有効であることが示された． 
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